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特
集

原
爆
文
学
研
究
会
二
〇
年

広
島
流
川
教
会
の
思
い
出
と
そ
の
秘
話

浜

恵

介

私
は
大
学
時
代
の
恩
師
の
影
響
で
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
、
広
島
に
帰
郷
後

の
二
五
歳
の
と
き
に
広
島
流
川
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
。
洗
礼
を
受
け
て
間

も
な
く
、
教
会
の
伝
道
師
（
牧
師
を
補
佐
す
る
教
職
）
が
不
在
と
な
り
、
私
が

ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
二
年
の
間
、
平
日
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
教
会
事

務
の
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
流
川
教
会
に
対
す
る
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

谷
本
清
牧
師
と
原
爆
孤
児
精
神
養
子
運
動
、
原
爆
乙
女
の
渡
米
治
療
が
真
っ

先
に
思
い
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。
私
が
流
川
教
会
に
関
わ
っ
た
の
は
、
谷
本
牧
師

が
召
天
さ
れ
た
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
世

間
で
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
流
川
教
会
で
の
出
来
事
や
、
私
の
思
い
出
に
つ

い
て
、
書
い
て
い
き
た
い
。

【
流
川
教
会
略
史
】

広
島
流
川
教
会
は
、
歴
史
的
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
派
の
流

れ
を
組
ん
で
い
る
。
南
北
戦
争
の
た
め
に
日
本
へ
の
伝
道
進
出
が
遅
れ
た
関
西

学
院
系
の
米
国
・
南
部
メ
ソ
ヂ
ス
ト
派
の
「
瀬
戸
内
伝
道
圏
」
に
よ
り
、
流

川
教
会
は
神
戸
栄
光
教
会
に
次
ぐ
、
第
二
の
拠
点
と
し
て
一
八
八
七
年
に
創

設
さ
れ
た
。
当
時
の
鉄
道
は
東
京
か
ら
神
戸
ま
で
し
か
開
通
し
て
お
ら
ず
、

神
戸
以
西
の
交
通
は
も
っ
ぱ
ら
船
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
神
戸
と

広
島
を
拠
点
に
し
て
瀬
戸
内
海
を
海
路
で
包
み
込
む
伝
道
構
想
が
立
て
ら
れ
、

瀬
戸
内
地
方
各
地
に
教
会
が
建
設
さ
れ
た
。
流
川
教
会
に
は
女
学
校
も
併
設

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
後
の
広
島
女
学
院
の
前
身
と
な
る
。
い
わ
ば
流
川
教
会

と
女
学
院
は
、
ル
ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
姉
妹
関
係
に
あ
る
。

谷
本
清
牧
師
は
、
関
西
学
院
を
首
席
で
卒
業
後
、
米
国
エ
モ
リ
―
大
学
に

留
学
さ
れ
、
沖
縄
を
経
て
流
川
教
会
に
着
任
さ
れ
た
。
原
爆
投
下
後
の
谷
本

牧
師
は
、
留
学
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
米
国
で
被
爆
体
験
を
訴
え

て
被
爆
者
救
援
運
動
に
尽
力
し
、
米
国
で
は
上
院
の
開
会
祈
祷
を
す
る
ほ
ど

の
時
の
人
と
な
っ
た
。
谷
本
牧
師
時
代
に
は
、
広
瀬
ハ
マ
子
・
広
島
女
学
院
院

長
や
、
広
島
工
業
大
学
の
創
設
者
・
鶴
虎
太
郎
さ
ん
が
教
会
に
在
籍
さ
れ
、

運
営
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
頃
の
教
会
学
校
（
日
曜
学
校
）
は
日

本
で
最
大
規
模
を
誇
っ
て
い
た
と
い
う
。

【
谷
本
清
牧
師
の
後
任
の
森
澤
一
由
牧
師

―
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
と
「
音

楽
」
の
教
会
】

一
九
八
二
年
に
谷
本
清
牧
師
は
牧
師
を
引
退
さ
れ
、
後
任
は
直
弟
子
で
あ
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る
森
澤
一
由
牧
師
に
引
き
継
が
れ
た
。
私
が
流
川
教
会
と
関
わ
っ
た
の
は
森

澤
牧
師
時
代
で
あ
る
。
被
爆
五
〇
年
の
際
に
は
、
流
川
教
会
礼
拝
堂
に
「
被

爆
十
字
架
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。「
被
爆
十
字
架
」
は
教
会
堂
の
尖
塔
に
あ
っ
た

も
の
と
一
部
で
は
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
原
爆
投
下
後
に
教
会
堂
の

焼
け
爛
れ
た
廃
材
で
十
字
架
を
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
森
澤
牧
師

時
代
に
も
、
米
国
か
ら
教
会
あ
て
に
時
お
り
献
金
が
来
て
い
た
。

被
爆
五
〇
年
の
際
に
礼
拝
形
式
も
改
め
ら
れ
、
週
ご
と
に
第
一
週
は
日
本

基
督
教
団
信
仰
告
白
、
第
二
週
は
使
徒
信
条
、
第
三
週
は
十
戒
交
読
、
第
四

週
は
交
読
詩
編
を
基
調
と
し
た
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
（
音
楽
や
儀
礼
を
重
視
し
た
礼

拝
）
な
も
の
と
な
っ
た
。
森
澤
牧
師
も
米
国
で
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
米
国
の

メ
ガ
チ
ャ
ー
チ
の
礼
拝
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
教
会
礼
拝
に
詳
し
い

水
野
隆
一
・
関
西
学
院
大
学
神
学
部
教
授
い
わ
く
、
日
本
に
お
け
る
リ
タ
ー

ジ
カ
ル
な
礼
拝
で
特
筆
さ
れ
る
教
会
の
一
つ
に
、
流
川
教
会
が
挙
げ
ら
れ
る
と

い
う
。
被
爆
六
〇
周
年
の
際
に
は
、
水
野
教
授
の
監
修
で
記
念
礼
拝
が
持
た

れ
た
が
、
そ
の
荘
厳
た
る
美
し
さ
は
、
私
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

ま
た
流
川
教
会
で
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ト

音
楽
大
学
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
在
籍
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
徒
の
方
が
、

最
寄
り
に
な
る
流
川
教
会
に
来
ら
れ
て
い
る
。
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
と
、

一
流
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
に
よ
っ
て
毎
回
の
礼
拝
が
執
り
行
わ
れ
、
流
川
教
会
は

「
平
和
」
の
教
会
で
あ
る
と
同
時
に
「
音
楽
」
の
教
会
に
な
っ
て
い
っ
た
。
私

が
教
会
事
務
の
奉
仕
を
し
て
い
た
頃
は
、
信
徒
に
民
秋
史
也
さ
ん
（
モ
ル
テ
ン

社
長
）
が
在
籍
さ
れ
て
お
ら
れ
た
り
、
お
連
れ
合
い
様
の
関
係
で
松
江
澄
さ
ん

（
広
島
県
議
で
平
和
運
動
家
）
の
葬
儀
も
行
わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
古
い

教
会
員
名
簿
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
医
師
の
日
野
原
重
明
さ
ん
の
お
名
前

が
あ
っ
て
、
非
常
に
驚
い
た
。
実
は
日
野
原
さ
ん
の
御
尊
父
の
日
野
原
善
輔
さ

ん
は
、
戦
前
に
広
島
女
学
院
の
院
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
日
野
原
さ
ん
も

戦
前
に
流
川
教
会
に
在
籍
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

【
私
の
研
究
生
活
と
流
川
教
会
】

私
は
洗
礼
を
受
け
る
前
の
大
学
生
時
代
か
ら
、
反
核
平
和
運
動
史
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
流
川
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
の
は
、
そ
れ
と
は
違

う
文
脈
で
あ
っ
た
。
私
が
流
川
教
会
に
惹
か
れ
た
理
由
は
、
年
齢
の
近
い
伝
道

師
さ
ん
と
、
敬
虔
な
幼
稚
園
の
先
生
が
信
仰
生
活
の
導
き
手
と
し
て
お
ら
れ

た
こ
と
、
生
ま
れ
て
初
め
て
耳
に
す
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
美
し
い
音
色
と
力

強
い
牧
師
の
説
教
に
圧
倒
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
期
せ
ず
し
て
、
私
の
研
究
と

信
仰
生
活
が
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

い
つ
か
「
流
川
教
会
史
」
の
研
究
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
私
が
ぼ
ん

や
り
と
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
川
口
悠
子
先
生
（
法
政
大
学
准
教
授
で
広
島

の
「
越
境
」
で
谷
本
清
牧
師
を
研
究
）
に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も

川
口
先
生
の
博
士
論
文
を
読
ん
で
、
私
に
は
被
爆
体
験
の
「
越
境
」
と
い
う

理
論
は
到
底
構
築
出
来
な
い
と
脱
帽
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
研
究
と
い
う
も
の

は
当
事
者
（
教
会
員
）
が
す
る
も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
実
感
し
た
。

私
は
二
〇
二
一
年
に
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
に
、

社
会
人
を
し
な
が
ら
入
学
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
二
〇
年
ぶ
り
に
広
島
を

離
れ
て
、
研
究
に
理
解
の
あ
る
団
体
に
職
を
転
じ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に

戻
っ
た
が
、
研
究
の
世
界
へ
と
導
い
て
下
さ
っ
た
お
一
人
が
、
川
口
先
生
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
流
川
教
会
と
私
の
歴
史
研
究
は
不
思
議
と
繋
が
り
、
神
さ
ま

の
導
き
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
原
爆
文
学
研
究
会
が
、
今
後
も
第
二

期
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
私
の
広
島
で
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
知
見

が
い
さ
さ
か
で
も
共
有
で
き
る
機
会
が
与
え
ら
れ
れ
ば
幸
い
に
思
っ
て
い
る
。


